
「はこだて療養支援のしおり」
について

令和５年５月２４日（水）

１６時～１６時４０分

公益社団法人 函館市医師会
ほくと・ななえ医療・介護連携支援センター
コーディーネーター 眞嶋 史恵（社会福祉士）

公益社団法人 函館市医師会
函館市医療・介護連携支援センター

コーディーネーター 近藤 純香（看護師）



函館市医療・介護連携推進協議会

地域の医療・介護関係者等が参画する会議を開催し、
在宅医療・介護連携の現状を把握し、課題の抽出、対応策を検討
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函館市医療・介護連携支援センター
ほくと・ななえ 医療・介護連携支援センター



ほくと・ななえ 医療・介護連携支援センター概要

北斗市・七飯町から函館市医師会への委託事業
・R3年4月センター準備室発足
・R3年7月センター開設

場所：函館市医師会病院内（１Ｆ地域医療連携センタークローバーに隣接）

センター長：岡和田 敦（函館市医師会病院医療部長）

配置職員：1人（相談員）
※函館市医療・介護連携支援センター（4人）

開設時間：月～金曜日 8:30～17:00
土曜日 8:30～12:30

センター(直通)ＴＥＬ42-1232 ＦＡＸ42-1233



センターの事業内容
ほくと・ななえ 医療・介護連携支援センター

（ア）地域の医療・介護の資源の把握、情報提供

（ウ）切れ目のない医療・介護の提供体制の構築

（エ）医療・介護関係者の情報共有の支援

（オ）医療・介護連携に関する相談支援

（カ）医療・介護関係者の研修

（キ）地域住民への普及啓発



『はこだて療養支援のしおり』の作成、普及

○専門職から寄せられた相
談をもとに， 医療と介護
の連携場面で知っていたら
便利な情報をまとめた

○日常の相談業務に活用



●パソコン等のインターネット環境下でこの「しおり」を閲覧
される場合
⇒本文にあります「青字下線の文字」をクリックすることで，
関係するホームページ等へリンクが飛ぶようになっております。
●冊子でご使用の場合
⇒「青字下線の文字」をインターネット検索していただくことで，
関係情報が探しやすいようになっております。

しおりの活用方法について

○○を知りたい

●・・・・・・・・・制度
・・・・・・・・・

⇒〇〇HP「〇〇〇〇」
クリック



よくある相談を医療と
介護に分けて記載して
います。

医療側 介護側

（共通項目）
・〇〇〇〇



第一印象を大切
にしたいですね

用件の前に名乗
るって大事です
よね

自分が分かると
相手が分かると
は違いますね



●「病床」と「病棟」について
「病床」は患者を入院させることがで

きる施設・設備をいいます。医療法によ
り「病床」は結核病床，精神病床，感染
症病床，一般病床，療養病床の５つに区
分されます。病床を診療ごと，あるいは
種類ごとに分けたそれぞれの固まりのこ
とを「病棟」と呼びます。



こちらの函館市内 病院相談窓口一覧
は，よく活用されています。



勉強会でも
活用いただけ
ます。



はこだて医療・介護連携サマリー

医療・介護関係者間で情報を共有するための共有
ツールの作成・活用促進（基本，応用ツール）

どの職種でもわかりやすく，
見やすく，連携しやすいこ
とを重視して作成。
・フェイスシートとなる基
本ツールと特別な医療等を
より詳細に情報共有する
応用ツールを作成。
・函館市では平成30年3
月から本格運用を開始し、
市内関係機関で活用中。





相談窓口を紹介することが
あります

治療や施術の相談を受けた
際に活用できます



「はこだて療養支援のしおり」の存在を

七飯町，北斗市の医療・介護関係者の皆様に

ご利用いただければ幸いです。

また，ご意見等もお寄せください。



本日は，「はこだて療養支援のしおり」

について，お話をさせていただきましたが，

そのほかにも資料を持参してきました。

ぜひご覧くださいますようお願いいたします。




